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『東亜』2024 年 1 月号目次 「特集：米中新冷戦と国際秩序の流動化」 

 

■特集 米中新冷戦と国際秩序の流動化 

＊国際政治理論からみた「挑戦国」中国 神谷万丈 

＊中国に向かい合うインド太平洋システム 

―米中首脳会談後も変わらない対立の構造的背景― 佐橋亮 

＊米中首脳会談における中国の認識 山口信治 

■ASIA STREAM（2023 年 11-12 月） 

＊中国の動向 中国がフィリピンとベトナムに硬軟差別対応 濱本良一 

＊台湾の動向 総統選挙は頼清徳・蕭美琴ペアが逃げ切りか 

―立法委員選挙は国民党が優勢 門間理良 

＊朝鮮半島の動向 北朝鮮の軍事偵察衛星打ち上げと「危機」の韓国与党 小針進 

■COMPASS 

＊馬祖島からみる中国 阿南友亮 

＊地域研究、歴史学、国際政治学を跨ぐ研究の必要性 ジュリオ・プリエセ 

＊中国の金融国際化は何を目指すのか? 曽根康雄 

■Briefing Room 

＊インドネシア大統領選の行方 大塚智彦 

■マカオは今〔79〕 

＊「立法変通権」という魔法の杖でマカオ市民は安心できるか 塩出浩和 

■Book Review on Asia 今月の一冊 

＊『南京事件と新聞報道―記者たちは何を書き、何を書かなかったか』（上丸洋一著） 嵯峨隆 

■ASIA SCOPE 

＊「新しい社会性」から見る中国と日本―〈個〉としての強さと輝きを求めて― 奈倉京子 

■滄海中国 

＊中国で考える（13）―河東碧梧桐 樋泉克夫 

■企画連載 2024 年台湾総統選挙（第 4 回） 

＊多様化する選挙介入の手法―台湾内部の分裂を導く統一戦線工作への回帰― 五十嵐隆幸 

■巻頭言 

＊今年も米中関係が国際秩序の最大リスク要因 渡部恒雄 

■New Publications on Asia 

■表紙写真：ロイター／アフロ 

＊1 年ぶりの開催となった米中首脳会談（サンフランシスコ郊外、2023 年 11 月 15 日）。 

  


